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安
倍
政
権
は
22
日
、
本
会
議
で
通
常

国
会
を
９
月
27
日
ま
で
95
日
間
延
長
に

踏
み
き
っ
た
。
安
全
保
障
関
連
法
案
を

め
ぐ
る
国
会
論
戦
は
異
例
の
長
期
戦
に

突
入
し
た
。
衆
院
憲
法
審
査
会
で
憲
法

学
者
３
人
が
「
憲
法
違
反
」
と
断
じ
た

の
に
続
き
、
衆
院
特
別
委
員
会
参
考
人

質
疑
で
も
元
内
閣
法
制
局
長
官
２
人
も

「
憲
法
違
反
」
と
批
判
し
た
。
今
国
会

の
成
立
に
固
執
す
る
安
倍
首
相
は
丁
寧

に
審
議
す
る
姿
勢
を
強
調
す
る
が
、
法

案
へ
の
違
憲
批
判
が
渦
巻
い
て
い
る
。

「
安
保
法
制
」
阻
止
に
む
け
、
声
を
上

げ
続
け
世
論
の
う
ね
り
を
つ
く
ろ
う
。

４日㈯　労働安全衛生講座（札幌市）
８日㈬　第21回執行委員会（札幌市）
10日㈮　�臨時・非常勤等職員連絡会議第６回幹事会

（札幌市）
11日㈯　�臨時・非常勤等職員連絡会議第22回総会兼

第31回全道交流集会（札幌市）
12日㈰　公共民間労組協議会第４回幹事会（札幌市）
　　　　全道保育集会（札幌市）
16日㈭　�道本部人事評価制度の実施に関する全道交

流集会（札幌市）
　　　　�北海道公務労協2015人勧期全道総決起集

会・学習会（札幌市）

７月
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会場には650人が参加し、安倍政権の「ウソ」について確認した＝６月19日

5500人の市民が参加した大集会。「戦争をさせない」メッセージボードを掲げた＝６月20日

「戦争をさせない」「憲法違反は許さない」ボードでアピールした

本号の紙面
４

面

２

３

面

「戦争をさせない」�
� 全国署名実施中！
◇目標　組合員×５筆

〔６月24日時点集約状況〕

筆72,567

特
集
・
自
治
労「
労
働
安
全
衛
生
月
間
」と
は

第
48
回
全
国
清
掃
集
会
、
女
性
部
長
・
女
性
担
当

者
会
議
、
職
場
だ
よ
り
（
日
高
地
本
発
）、
シ
リ
ー

ズ
社
会
保
障
制
度
改
革
の
行
方
⑱
、
お
ー
さ
か
さ

ん
の
国
会
だ
よ
り
㊱
、
忙
中
余
話
（
蒲
池
）

い
。
ま
た
、『
後
方
支
援
』
の

際
、
安
全
な
場
所
を
選
ぶ
こ

と
は
不
可
能
」
と
取
り
上

げ
、「
無
知
な
政
権
に
安
保
法

制
を
成
立
さ
せ
、
憲
法
を
骨

抜
き
に
さ
せ
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
平
和
憲
法
を
築
い

て
き
た
こ
れ
ま
で
の
多
く
の

犠
牲
者
に
顔
む
け
で
き
る
よ

う
、
た
た
か
い
抜
こ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

　

清
末
愛
砂
さ
ん
は
、「
安
倍

政
権
は
、
国
民
を
な
い
が
し

ろ
に
し
て
い
る
。『
平
和
』
と

い
う
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

『
安
保
法
制
』
が
何
を
意
味

し
て
い
る
の
か
、
わ
れ
わ
れ

に
何
が
か
え
っ
て
く
る
の

か
、
学
生
に
も
問
い
か
け
な

が
ら
し
っ
か
り
考
え
て
い

く
」
と
述
べ
た
。

う
」
と
主
張
し
た
。

　

雨
宮
処
凛
さ
ん
は
、「『
平

和
の
た
め
の
戦
争
』
と
い
う

が
、
平
和
と
戦
争
は
ひ
と
つ

に
は
な
ら
な
い
。
安
倍
首
相

の
発
言
は
机
上
の
も
の
。
現

場
の
感
情
と
政
府
の
法
案
と

は
か
け
離
れ
て
お
り
、
法
案

に
は
血
が
通
っ
て
い
な
い
」

と
述
べ
、「
学
生
に
よ
る
緊
急

ア
ク
シ
ョ
ン
『
シ
ー
ル
ズ
』

が
結
成
さ
れ
デ
モ
や
座
り
込

み
を
行
う
な
ど
、
若
者
も
立

ち
あ
が
っ
て
い
る
」
と
全
国

の
活
動
を
紹
介
し
た
。

　

半
田
滋
さ
ん
は
、「
安
倍
首

相
は
『
存
立
危
機
事
態
』
を

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
と
結
び

つ
け
て
説
明
す
る
が
、
国
家

備
蓄
を
考
え
れ
ば
『
即
時
』

危
機
事
態
に
陥
る
こ
と
は
な

　

「『
安
保
法
制
』
で
日
本
は

戦
争
を
す
る
の
か
」
と
題
し

て
、
山
口
二
郎
・
法
政
大
学

教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
、
雨
宮
処
凛
・
作
家
兼
活

動
家
、
半
田
滋
・
東
京
新
聞

編
集
委
員
、
清
末
愛
砂
・
室

蘭
工
業
大
学
大
学
院
准
教
授

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

山
口
二
郎
さ
ん
は
、「
安
倍

政
権
は
『
安
保
法
制
』
の
成

立
を
無
理
や
り
に
で
も
急
い

で
い
る
。
そ
れ
は
私
た
ち
の

力
を
脅
威
だ
と
感
じ
て
い
る

証
拠
。
来
年
に
は
参
院
選
が

あ
る
。
疑
問
を
抱
き
続
け
、

そ
れ
を
国
政
で
ぶ
つ
け
よ

を
さ
せ
な
い
北
海
道
委
員

会
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、

約
６
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海
道

委
員
会
は
６
月
19
日
、
札
幌

市
・
共
済
ホ
ー
ル
で
「
戦
争

「
戦
争
と
平
和
」ひ
と
つ
に
な
ら
な
い

な
い
』
と
い
う
が
、
活
動
範

囲
の
拡
大
は
間
違
い
な
く
リ

ス
ク
増
に
つ
な
が
る
。
イ
ラ

ク
派
兵
の
際
も
自
衛
隊
員
の

安
全
配
慮
義
務
な
ど
果
た
さ

れ
て
お
ら
ず
、
事
実
、
イ
ラ

ク
派
兵
後
の
隊
員
の
う
ち
26

人
が
自
殺
し
た
」
と
現
実
的

な
危
機
感
を
示
し
た
。

　

そ
の
後
、
赤
と
青
の
ボ
ー

ド
を
交
互
に
掲
げ
な
が
ら

「
戦
争
は
さ
せ
な
い
」「
憲

法
違
反
は
許
さ
な
い
」
な
ど

と
声
を
上
げ
ア
ピ
ー
ル
を
行

い
、
札
幌
市
内
中
心
部
か
ら

中
島
公
園
ま
で
の
約
２
キ
ロ

を
デ
モ
行
進
し
た
。

う
。
そ
の
た
め
に
も
、
わ
れ

わ
れ
は
努
力
す
る
こ
と
を
あ

き
ら
め
て
は
い
け
な
い
」
と

述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
ゲ
ス
ト
と
し
て

半
田
滋
・
東
京
新
聞
編
集
委

員
が
参
加
し
、「
世
界
中
で
テ

ロ
が
起
き
て
い
る
が
、
戦
争

関
連
法
案
が
と
お
れ
ば
日
本

も
テ
ロ
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

る
。
ま
た
、
安
倍
首
相
は
『
自

衛
隊
員
の
リ
ス
ク
な
ど
増
え

凛
さ
ん
は
「
こ
の
ま
ま
戦
争

す
る
日
本
に
な
れ
ば
『
経
済

的
徴
兵
制
』
も
リ
ア
リ
テ
ィ

を
帯
び
て
く
る
。『
貧
困
の
先

に
戦
争
が
あ
る
』
と
い
う
こ

と
を
痛
感
し
て
い
る
」
と
発

言
し
た
。

　

結
城
洋
一
郎
・
小
樽
商
科

大
学
名
誉
教
授
は
「
今
回
の

戦
争
関
連
法
案
を
廃
案
に
追

い
込
み
、
平
和
な
社
会
を
こ

れ
か
ら
の
世
代
に
引
き
継
ご

は
「
米
国
に
追
随
し
、
武
力

行
使
し
よ
う
と
す
る
戦
争
法

案
は
、
平
和
憲
法
の
存
立
を

脅
か
す
も
の
。
平
和
の
た
め

の
戦
争
な
ど
な
い
。
廃
案
に

追
い
込
む
た
め
、
と
も
に
頑

張
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

山
口
二
郎
・
法
政
大
学
教

授
は
「
戦
争
関
連
法
案
に
関

し
て
安
倍
首
相
か
ら
ま
と
も

な
説
明
も
な
く
、
議
会
政
治

は
崩
壊
し
て
い
る
。
安
倍
首

相
は
憲
法
解
釈
を
変
更
し
、

平
気
で
１
＋
１
を
３
に
も
４

に
も
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
２
０
０
人
以
上
の

憲
法
学
者
が
『
戦
争
関
連
法

案
の
違
憲
性
』
を
主
張
し
、

世
論
が
大
き
く
動
い
た
。
世

論
が
さ
ら
に
動
け
ば
野
党
を

動
か
し
、
そ
れ
が
メ
デ
ィ
ア

を
活
気
づ
か
せ
、
与
党
に
ま

で
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

で
き
る
。『
岸
信
介
の
恨
み
を

晴
ら
す
よ
う
な
暴
挙
』
は
返

り
討
ち
に
し
よ
う
」
と
主
張

し
た
。

　

作
家
・
活
動
家
の
雨
宮
処

い
う
小
さ
な
気
づ
き
を
積
み

上
げ
、
手
を
取
り
合
い
、
平

和
を
生
み
だ
そ
う
」
と
述
べ

た
。

　

麻
田
信
二
・
北
海
道
生
活

協
同
組
合
連
合
会
会
長
理
事

　

岩
本
一
郎
・
北
星
学
園
大

学
教
授
は
「
今
、
人
類
に

必
要
な
の
は
、
戦
争
に
よ

る
暴
力
で
は
な
く
、
世
界
中

の
人
々
と
友
人
に
な
る
こ
と

だ
。『
隣
人
が
優
し
い
』
と

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海
道
委
員
会
は
６
月
20
日
、
札
幌
市
・
大
通
公
園
西
８
丁
目
広

場
で
「
戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海
道
大
集
会
」
を
開
き
、
市
民
ら
約
５
５
０
０
人
が
参
加

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
辻
正
仁
さ
ん
に
よ
る
ア
コ

ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
、
集
会
で
は
、
戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海
道
委
員
会
の

「
呼
び
か
け
人
」
が
舞
台
上
で
発
言
し
、「
戦
争
関
連
法
案
反
対
」
を
訴
え
た
。

「
平
和
な
社
会
」を
次
世
代
へ

戦争をさせない北海道大集会

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒060-0806　札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電　話　011-747-3211
ＦＡＸ　011-700-2053
編集・発行　渡部　裕幸
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労働安全衛生のマスコット

「危険カモ」

自治労「労働安全衛生月間」とは

『ヒヤリ・ハット』と『気付き』が改善のヒント特集
職
場
点
検
か
ら
職
場
環
境
改
善

ヒッキーが聞く

　

相
内
＝
自
治
労
「
労
働
安

全
衛
生
月
間
」
は
１
９
９
３

年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
取
り
組

み
。
国
が
７
月
の
１
週
目
を

全
国
安
全
週
間
、
２
週
目
を

全
国
衛
生
週
間
と
し
て
い

た
。
自
治
労
が
そ
れ
を
ま
と

め
る
形
で
、
７
月
を
自
治
労

「
労
働
安
全
衛
生
月
間
」
と

し
て
、「
職
場
点
検
活
動
」
を

一
斉
に
行
う
た
め
に
は
じ
ま

っ
た
も
の
。

　

大
西
＝
１
９
９
３
年
当
時

は
、
清
掃
職
場
で
の
公
務
災

害
死
亡
事
故
が
頻
発
し
て
い

た
時
期
で
、「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ

ト
」
の
点
検
や
「
職
場
点
検

活
動
」
を
実
施
し
、
自
治
労

全
体
で
公
務
災
害
を
一
掃
す

る
た
め
「
労
働
安
全
衛
生
」

を
取
り
組
も
う
と
形
に
な
っ

た
の
が
、
自
治
労
の
「
労
働

安
全
衛
生
月
間
」
。

　

公
務
職
場
で
は
第
二
次
臨

調
以
降
、
人
員
が
減
ら
さ
れ
、

少
し
気
を
付
け
れ
ば
起
こ
ら

な
か
っ
た
死
亡
事
故
を
な
く

す
た
め
、
は
じ
ま
っ
た
の
が
、

そ
も
そ
も
の
は
じ
ま
り
。

　

大
西
＝
認
定
さ
れ
た
も
の

に
限
る
が
、
全
道
的
に
は
年

間
約
１
０
０
０
件
、
全
国
的

に
は
年
間
１
万
～
２
万
件
の

公
務
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
問
題

は
特
に
深
刻
。
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
に
よ
る
自
殺
も
公
務
災
害

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
公
務

職
場
に
お
け
る
現
職
死
亡
死

因
の
第
２
位
が
自
殺
と
い
う

統
計
も
出
て
い
る
。

　

地
方
公
務
員
安
全
衛
生
推

進
協
会
の
調
査
に
よ
る
と
、

精
神
疾
患
を
理
由
と
し
た
長

で
も
、「
労
働
安
全
衛
生
委
員

会
」
の
設
置
と
「
職
場
点
検

活
動
」
が
重
要
。

　

大
西
＝
公
務
災
害
認
定

は
、
ま
ず
当
局
に
公
務
災
害

の
認
定
請
求
を
あ
げ
さ
せ
る

こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、「
地
方

公
務
員
災
害
補
償
基
金
」
で

審
査
・
認
定
さ
れ
る
と
、
公

務
災
害
と
な
り
補
填
を
う
け

る
こ
と
が
で
き
る
〔
図
３
〕。

　

公
務
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
ま
ず
労
働
組
合
全
体
で

あ
ら
ゆ
る
情
報
を
吸
い
上
げ

て
、
当
局
側
に
公
務
災
害
だ

と
認
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
は

人
員
が
少
な
く
て
、
情
報
収

集
や
安
全
対
策
が
十
分
は
か

ら
れ
て
い
な
い
。

　

ま
ず
は
「
労
働
安
全
衛
生

委
員
会
」
を
設
置
し
て
議

論
・
検
証
す
る
場
を
つ
く
る

こ
と
が
大
切
。

　

相
内
＝
公
務
災
害
は
特
に

現
業
職
場
に
多
く
「
労
働
安

全
衛
生
」
と
聞
く
と
、「
現
業

職
場
の
課
題
」
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
だ
が
、
事
務
職
員
に
も

転
倒
・
打
撲
の
ほ
か
、
人
間

関
係
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

の
リ
ス
ク
が
潜
ん
で
い
る
。

　

相
内
＝
地
方
公
務
員
の
公

務
災
害
は
、
２
０
１
３
年
度

で
２
万
５
５
４
２
件
（
前
年

度
２
万
５
５
０
７
件
）
が
認

定
さ
れ
、
前
年
度
よ
り
35
件

増
加
し
て
高
止
ま
り
し
て
い

る
状
況
〔
図
１
〕。

　

札
幌
市
で
は
公
務
災
害

が
、
年
間
約
１
２
０
件
程
度

発
生
し
て
い
る
。
清
掃
・
用

務
員
・
給
食
・
看
護
師
・
保

育
士
な
ど
の
職
場
が
多
い
。

　

事
例
は
さ
ま
ざ
ま
あ
る

が
、
月
平
均
で
約
10
件
の
公

務
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

期
病
休
者
数
は
、
９
０
７
０

人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

10
万
人
率
に
す
る
と
、
２
０

０
８
年
度
は
１
１
４
２
・
１

人
だ
っ
た
が
、
２
０
１
３
年

度
は
１
２
１
９
・
３
人
と
約

６
・
８
％
増
加
し
、
職
員
の

１
０
０
人
に
１
人
を
超
え
る

割
合
で
年
々
増
加
し
て
い
る

〔
図
２
〕。

　

相
内
＝
長
期
病
休
者
が
出

て
し
ま
う
と
、
特
に
小
規
模

単
組
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

影
響
が
出
て
し
ま
う
。
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
う
え

　

自
治
労
は
７
月
を
「
労
働
安
全
衛
生
月
間
」
と
位
置
づ
け
て
、
公
務
災
害
の
一
掃
を
は
か
る
た
め
、「
職
場
点
検
活
動

の
強
化
」「
労
働
安
全
衛
生
委
員
会
の
設
置
」「
ポ
テ
ッ
カ
ー
に
よ
る
啓
発
活
動
」
な
ど
重
点
項
目
を
掲
げ
取
り
組
み
を
す

す
め
る
。
本
号
で
は
、
自
治
労
「
労
働
安
全
衛
生
月
間
」
を
は
じ
め
、
公
務
災
害
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
道
本
部
労

働
安
全
衛
生
委
員
会
・
大
西
事
務
局
長
と
相
内
委
員
（
札
幌
市
職
連
）
に
聞
い
た
。

　

大
西
＝
自
治
体
規
模
が
大

き
い
単
組
で
は
、
産
業
医
が

い
て
「
労
働
安
全
衛
生
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
全
道
の
約
１
０
０
単

組
で
学
習
会
や
何
ら
か
の
取

り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。
一

方
で
、「
産
業
医
が
い
な
い
」

「
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る

が
機
能
し
て
い
な
い
」
と
い

っ
た
単
組
も
あ
る
の
が
現
状
。

　

「
労
働
安
全
衛
生
委
員

会
」
は
「
50
人
以
上
の
事
業

所
へ
の
設
置
義
務
」
が
あ

り
、「
安
全
衛
生
法
」
の
な
か

で
定
め
ら
れ
て
い
る
。
本
来

は
事
業
者
責
任
で
や
る
必
要

が
あ
る
。

　

相
内
＝
「
労
働
安
全
衛
生

委
員
会
」
は
「
職
場
点
検
活

動
」
か
ら
職
場
を
改
善
し
て
、

公
務
災
害
を
な
く
す
た
め
に

あ
る
も
の
。
組
合
と
し
て
も
、

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
課

題
だ
が
、
公
務
災
害
が
発
生

し
て
か
ら
、
委
員
会
を
開
く

単
組
が
多
い
の
も
課
題
。

　

大
西
＝
職
場
に
問
題
が
な

い
と
い
っ
て
や
ら
な
い
も
の

で
は
な
い
。
当
局
も
組
合
も

意
識
改
革
が
必
要
。
自
治
体

職
場
は
法
を
遵
守
し
て
仕
事

を
す
る
場
で
あ
る
か
ら
、「
労

働
安
全
衛
生
委
員
会
」
の
設

置
・
開
催
は
当
た
り
前
に
行

わ
れ
る
べ
き
も
の
。

　

相
内
＝
札
幌
市
の
場
合
、

部
・
局
単
位
で
委
員
会
が
あ

り
、
人
数
が
少
な
い
職
場
で

も
隔
月
で
委
員
会
を
開
き
、

学
習
会
の
ほ
か
、
職
場
点

検
・
巡
視
は
ほ
ぼ
１
０
０
％

実
践
し
て
い
る
。

　

職
場
巡
視
は
２
班
に
分
け

て
、
自
分
の
働
い
て
い
る
フ

ロ
ア
以
外
の
職
場
を
巡
視
し

て
、
点
検
す
る
と
い
う
工
夫

も
し
て
い
る
。
ま
た
、
組
合

で
要
求
し
て
、「
パ
ワ
ハ
ラ
相

談
窓
口
の
設
置
」
や
「
課
長

に
な
る
際
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
研
修
」
を
取
り
入
れ
さ
せ

る
と
い
う
取
り
組
み
も
行
っ

て
い
る
。

　

大
西
＝
職
場
内
の
問
題
に

「
気
付
く
こ
と
」
が
大
事
。

自
分
の
職
場
は
ど
う
し
て
も

慣
れ
て
し
ま
い
、
気
付
か
な

い
こ
と
も
多
い
。
し
か
し
、

第
三
者
が
見
れ
ば
職
場
の
課

題
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

庁
舎
内
に
問
題
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
職
員
だ
け
で
な

く
来
庁
者
に
も
怪
我
を
負
わ

せ
る
リ
ス
ク
も
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　

単
組
規
模
に
関
係
な
く
、

「
自
分
た
ち
が
働
く
環
境
を

整
え
る
た
め
に
ど
う
す
る

か
」
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　

相
内
＝
北
海
道
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
協
会
、
安
全
衛
生
協
会
、

市
町
村
共
済
組
合
に
は
、
安

全
衛
生
や
公
務
災
害
に
詳
し

　

相
内
＝
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ

ト
」
と
は
、「
職
場
で
危
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
が
結
果
的
に

事
故
に
至
ら
な
か
っ
た
」
こ

と
。

　

「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
」
は
本

当
に
身
近
に
あ
る
も
の
で
、

み
ん
な
一
日
の
内
で
も
一
度

や
二
度
は
経
験
し
て
い
る
は

ず
だ
が
気
付
い
て
い
な
い
。

　

以
前
、
自
治
労
本
部
の
講

座
で
聞
い
た
、「
事
故
に
遭
っ

た
人
は
運
が
悪
い
の
で
は
な

く
、
自
分
は
た
ま
た
ま
事
故

に
遭
わ
な
か
っ
た
と
思
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
言
葉
が
印

象
的
だ
っ
た
。

　

「
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法

則
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、

１
件
の
重
大
事
故
の
背
景
に

は
、
29
件
の
軽
微
な
事
故
が

あ
り
、
そ
の
背
景
に
は
３
０

０
の
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
」

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

病
院
・
看
護
・
交
通
職
場

で
は
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
」

　

大
西
＝
職
場
の
仲
間
と
直

接
話
を
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
て
ほ
し
い
。

あ
い
さ
つ
や
会
話
も
な
け
れ

ば
、
仲
間
の
変
化
に
気
付
く

こ
と
が
で
き
な
い
。
仲
間
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

意
識
す
る
こ
と
で
、「
気
付

き
」
に
つ
な
が
る
。
そ
れ
が

公
務
災
害
予
防
の
第
一
歩
。

　

公
務
災
害
を
出
さ
な
い
た

め
に
ど
う
す
る
か
を
職
場
や

は
浸
透
し
て
い
る
が
、「
事
務

職
は
大
丈
夫
」
と
勘
違
い
を

し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
の
角
に
頭
を

ぶ
つ
け
る
な
ど
、
事
務
職
の

労
使
間
で
話
を
し
な
が
ら
、

職
場
環
境
改
善
に
つ
な
げ
て

ほ
し
い
。

　

相
内
＝
自
治
体
職
場
で
問

題
と
な
っ
て
い
る
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
は
、
そ
の
人
を
救
う

こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
背
景

や
課
題
の
洗
い
出
し
を
し
な

け
れ
ば
、
根
本
的
な
解
決
に

は
な
ら
な
い
。

　

誰
も
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

予
備
軍
で
あ
り
、「
明
日
は
我

が
身
」
と
危
機
感
を
持
っ
て

ほ
し
い
。

　

時
間
外
労
働
の
課
題
も
重

要
で
、
職
場
で
目
配
り
を
す

る
こ
と
も
大
切
。
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し

ま
う
の
も
メ
ン
タ
ル
の
原
因

の
ひ
と
つ
。

　

大
西
＝
最
低
限
、
ま
ず

「
職
場
点
検
活
動
」
を
実
践

し
て
ほ
し
い
。「
手
引
き
」
を

活
用
し
な
が
ら
職
場
を
見
つ

め
直
そ
う
。「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ

ト
」
や
人
間
関
係
か
ら
職
場

の
問
題
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
必
ず
自
分
に
降
り

か
か
っ
て
く
る
か
も
し
れ
な

い
と
い
う
認
識
で
、
職
場
点

検
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

　

相
内
＝
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
制
度
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
ぜ

ひ
目
を
通
し
て
ほ
し
い
。
職

場
の
ダ
メ
な
と
こ
ろ
だ
け
で

は
な
く
、
職
場
の
良
い
と
こ

ろ
も
見
つ
け
て
全
道
の
仲
間

と
共
有
し
よ
う
。

職
場
に
も
危
険
は
潜
ん
で
い

る
〔
図
５
〕
。

　

大
西
＝
「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ

ト
」
は
「
労
働
安
全
衛
生
」

の
基
本
中
の
基
本
。
こ
の
吸

い
上
げ
が
課
題
を
浮
き
彫
り

に
さ
せ
、
改
善
に
む
け
た
ヒ

ン
ト
に
な
る
。

　

相
内
＝
「
安
全
衛
生
委
員

会
」
と
組
合
か
ら
の
要
求
は
、

ク
ル
マ
の
両
輪
。

　

当
局
と
一
緒
に
職
場
環
境

を
整
え
る
こ
と
で
、
良
い
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な

が
る
。

い
講
師
も
多
く
、
資
料
も
充

実
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
活

用
し
な
が
ら
学
習
を
深
め
て

ほ
し
い
。

　

今
年
12
月
か
ら
、
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
が
「
労
働
安
全

衛
生
法
」
で
義
務
づ
け
ら
れ

た
。
実
施
方
法
は
各
安
全
衛

生
委
員
会
で
の
議
論
と
な
っ

て
い
る
が
、
全
体
で
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
果

に
基
づ
い
て
産
業
医
や
保
健

師
に
よ
る
面
談
を
勧
奨
す
る

こ
と
が
で
き
る
〔
図
４
〕。

　

大
西
＝
当
局
側
も
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
を
か
け
て
、
見

抜
く
力
を
身
に
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
見
る
側
の
力

量
も
問
わ
れ
る
。
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
、
職
場
環
境
改

善
の
き
っ
か
け
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

「
50
人
規
模
以
上
の
事
業

所
が
対
象
だ
か
ら
」
と
解
釈

し
、
実
施
し
な
い
と
こ
ろ
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
組

合
員
も
管
理
職
も
正
規
・
非

正
規
も
全
職
員
を
対
象
に
し

て
い
る
。
小
規
模
自
治
体
も

無
関
係
な
話
で
は
な
い
。

　

相
内
＝
特
に
保
育
所
な
ど

の
外
部
職
場
に
対
し
て
は
積

極
的
に
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

制
度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

保
育
士
は
、
親
へ
の
対
応
な

ど
で
精
神
的
に
疲
弊
し
き
っ

て
い
る
実
態
も
あ
る
。

　

ま
ず
は
学
習
会
を
開
き
、

「
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
取
り

組
む
か
」「
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
は
な
に
か
」
を
学
習

し
て
ほ
し
い
。

図５ 事務職場におけるヒヤリハット事例
※地方公務員災害補償基金資料

〔内容〕
　�　入退出にあたり、ドアを開けた際に反対
側にいる人にぶつかりそうになった。

〔原因〕
　　反対側の様子がわからない。

〔対策〕
　　扉に小窓をつけた。

《研究会からのアドバイス》
　扉に小窓を付け、反対側の様子が分かる
対策を実施されています。良い対策ですが、
それが出来ない時は、次善の策として、扉
の引き手側に注意書きを目線の高さに取付
けましょう。また、引き手側の立ち位置に
も注意しましょう。

職場での「気付き」が大事だと強調する、大西事務局長

ストレスチェック制度の活用を呼びかける、相内委員「ポテッカー」と「職場点検活動の手引き」を持つ、大西事務局長と相内委員

労
働
安
全
衛
生
月
間
は
な
ぜ
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
か
？

歴
史
も
含
め
て
教
え
て
く
だ
さ
い

Ｑ１

全
国
・
道
内
の
公
務
災
害
の
現
状
や
、
事
例
も
含
め
て

紹
介
し
て
く
だ
さ
い

Ｑ２

道
内
の
労
働
安
全
衛
生
委
員
会
の
設
置
状
況
や
、
取
り

組
み
の
現
状
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Ｑ３

「
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
」
と
は
な
ん
で
す
か
？
具
体
的
に

教
え
て
く
だ
さ
い

Ｑ４

今
年
度
の
重
点
課
題
や
、
全
道
の
組
合
員
に
発
信
し
た

い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

Ｑ５

？
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派
遣
法
の
改

悪
案
が
衆
議
院

を
通
過
し
、
企

業
は
非
正
規
を

低
賃
金
で
使
い

続
け
る
こ
と
が

可
能
に
…
。

　

今
年
４
月
か

ら
新
た
に
長
女
が
大
学
生
、

下
の
息
子
が
高
校
生
と
な
っ

た
。
長
女
は
自
動
車
学
校
・

バ
イ
ト
・
遊
び
が
勉
学
よ
り

忙
し
い
よ
う
だ
。

　

息
子
は
幼
稚
園
か
ら
続
け

て
い
る
サ
ッ
カ
ー
に
高
校
で

も
入
部
し
、
真
っ
黒
に
日
焼

け
し
な
が
ら
走
り
回
っ
て
い

て
帰
宅
時
間
が
遅
い
。

　

親
と
し
て
は
、
子
供
達
が

頼
も
し
い
よ
う
な
寂
し
い
よ

う
な
複
雑
な
気
持
ち
だ
が
、

こ
の
経
験
が
将
来
必
ず
生
き

る
糧
や
力
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
大
人
た
ち
は

子
ど
も
た
ち
が
夢
を
持
ち
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き

る
社
会
を
変
え
よ
う
と
し
て

い
る
。

　

憲
法
違
反
の
安
全
保
障
関

連
法
案
を
安
倍
首
相
は
、「
合

憲
だ
」
と
断
定
し
、
戦
争
を

す
る
国
へ
ま
っ
し
ぐ
ら
…
。

「
徴
兵
制
度
」
？
「
ホ
ル
ム

ズ
海
峡
」
？
何
そ
れ
？
と
言

い
た
い
。

　

大
人
と
し
て
、親
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
命
懸
け
で
、
安
全
・

安
心
の
社
会
を
実
現
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。�

（
Ｇ
）

忙中余話

職
場
だ
よ
り

青年部員に、楽しくわかりやすい内容で学習会を開いた

【
日
高
地
方
本
部
発
】
全
道

庁
労
連
日
高
総
支
部
青
年
部

は
２
月
19
日
に
、「
春
闘
と
は

何
か
」
を
学
ぶ
た
め
、
春
闘

学
習
会
を
開
い
た
。

　

全
道
庁
労
連
本
部
・
佐
藤

青
年
部
長
が
「
春
闘
と
は
何

か
」「
な
ぜ
春
闘
に
公
務
員
労

働
組
合
も
参
加
す
る
の
か
」

な
ど
、
知
ら
な
い
青
年
部
員

に
も
楽
し
め
て
わ
か
り
や
す

い
内
容
で
講
演
し
た
。

　

ま
た
、
学
習
会
に
合
わ
せ

て
、
日
高
地
方
本
部
青
年
部

の
春
闘
オ
ル
グ
を
実
施
。
２

０
１
５
国
民
春
闘
に
む
け
、

日
高
総
支
部
青
年
部
も
基
本

組
織
や
連
合
の
運
動
に
結
集

す
る
と
い
う
意
思
統
一
を
は

か
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

学
習
会
終
了
後
は
、
交
流

会
で
仲
間
同
士
の
団
結
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

参
加
し
た
仲
間
か
ら
は
、

「
今
ま
で
春
闘
と
い
う
言
葉

は
聞
い
た
こ
と
は
あ
っ
た
が

意
義
は
知
ら
な
か
っ
た
。
今

回
の
学
習
会
に
参
加
し
て
よ

か
っ
た
」「
職
場
で
は
、
こ
の

よ
う
に
課
を
超
え
て
の
交
流

が
少
な
い
の
で
参
加
し
て
よ

か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
多

数
出
さ
れ
た
。
今
後
も
、「
学

習
・

交

流
・

実

践
」
か
ら

青
年
部
運

動
の
強
化

に

む

け

て
、
頑
張

り
た
い
。

（
全
道
庁

労
連
日
高

総
支
部
・

書
記
長
・

小

杉

寿

也
）

交
流
会
で
団
結
を
深
め
た

シリーズ「社会保障制度改革の行方」

現場から声をあげ
制度を変える

⑱

　

６
月
20
～
21
日
に
道
本
部

福
祉
・
介
護
集
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
集

会
が
重
な
り
、
少
人
数
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
釧

路
の
櫛
部
さ
ん
か
ら
「
生
活

困
窮
者
支
援
制
度
の
取
り
組

み
」
と
厚
生
労
働
省
の
高
橋

課
長
か
ら
「
介
護
保
険
制
度

に
関
わ
る
講
演
」
を
受
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
講
師
の
方
た
ち

か
ら
言
わ
れ
た
共
通
点
が
、

「
こ
れ
か
ら
の
制
度
を
進
め

て
い
く
中
で
、
地
域
で
働
く

自
治
体
職
員
、
特
に
自
治
労

に
結
集
す
る
組
合
員
の
方
た

ち
が
、
も
っ
と
地
域
の
声
、

現
場
の
声
を
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　

実
際
に
地
域
で
取
り
組
み

を
し
て
い
る
人
、
ま
た
制
度

を
作
成
す
る
側
か
ら
み
て
、

「
私
た
ち
自
治
労
（
組
合

員
）
が
後
ろ
か
ら
援
護
し
て

欲
し
い
」
と
い
う
私
た
ち
に

対
す
る
叱
咤
激
励
で
し
た
。

　

社
会
保
障
制
度
を
良
く
す

る
の
も
、
悪
く
す
る
の
も
関

係
職
場
で
実
際
に
働
く
者
が

声
を
出
す
か
出
さ
な
い
か
に

大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
今
、
私
た
ち
が

声
を
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

歓迎のあいさつをする、山上道本部委員長＝６月20日、札幌市

全国から356人の仲間が参加した

分散会では、さまざまな悩みや実態が出された

「
住
民
と
の
信
頼
」構
築
し
よ
う

こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。
社
会

の
仕
組
み
の
な
か
で
つ
く
ら

れ
て
い
る
女
性
差
別
解
消
の

た
め
に
不
断
の
た
た
か
い
が

大
切
」
と
指
摘
し
、
自
身
の

経
験
も
交
え
な
が
ら
女
性
労

働
者
の
た
た
か
い
の
歴
史

や
、
権
利
の
行
使
の
大
切
さ

を
強
調
し
た
。

　

全
体
討
論
で
は
、「
道
本
部

女
性
部
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

と
と
も
に
、
有
給
休
暇
や
子

の
看
護
休
暇
、
短
期
介
護
休

暇
、
生
理
休
暇
等
の
取
得
状

況
を
記
入
し
て
も
ら
う
、『
年

間
休
暇
集
計
カ
ー
ド
』
を
取

り
組
み
、
常
に
権
利
の
確
認

を
で
き
る
よ
う
に
し
た
」「
定

期
的
な
交
流
会
、
学
習
会
の

開
催
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

活
用
し
て
組
織
強
化
を
は
か

っ
て
き
て
い
る
。
今
後
も
女

性
組
織
が
設
置
さ
れ
た
背
景

や
存
在
意
義
を
意
識
し
な
が

ら
運
動
を
進
め
る
」
と
い
っ

た
発
言
で
方
針
が
補
強
さ
れ

た
。

　

20
日
に
は
、
全
国
で
展
開

さ
れ
て
い
る
戦
争
反
対
の
取

り
組
み
に
連
帯
し
、「
戦
争
関

連
法
案
成
立
阻
止
に
む
け
て

た
た
か
う
決
議
」
を
満
場
一

致
で
採
択
し
た
。

　

道
本
部
女
性
部
は
６
月
20

～
21
日
、
札
幌
市
・
自
治
労

会
館
で
「
女
性
部
長
・
女
性

担
当
者
会
議
」
を
開
き
、
95

単
組
・
総
支
部
１
２
８
人
が

参
加
し
た
。

　

「
働
く
女
性
を
取
り
ま
く

情
勢
」
と
題
し
、
松
澤
・
自

治
労
本
部
女
性
部
長
が
講
演

し
た
。

　

松
澤
女
性
部
長
は
、「
自
民

党
の
改
憲
草
案
は
、
保
育
や

介
護
を
社
会
的
位
置
づ
け
か

ら
、
個
人
の
責
任
へ
と
す
る

も
本
気
で
組
織
化
し
、
ス
ク

ラ
ム
を
組
ん
で
公
共
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し

い
」
と
問
題
提
起
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
分
科
会
で
は
、

「
労
働
安
全
衛
生
に
関
わ
る

課
題
」「
清
掃
労
働
の
付
加
価

値
を
高
め
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
」
と
い
っ
た
テ

ー
マ
で
議
論
が
行
わ
れ
た
。

で
は
守
れ
な
い
」
と
し
た
う

え
で
、「
日
頃
か
ら
市
民
と
の

信
頼
関
係
を
構
築
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
分

の
身
分
を
守
る
た
め
で
な

く
、『
住
民
生
活
を
ど
う
守
る

の
か
』
を
議
論
し
、
住
民
を

味
方
に
つ
け
な
け
れ
ば
理
解

は
得
ら
れ
な
い
」
と
強
調
し

た
。
さ
ら
に
、「
非
正
規
職
員

山
上
・
北
海
道
本
部
委
員
長

が
「
清
掃
事
業
は
住
民
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

公
共
サ
ー
ビ
ス
。
環
境
問
題
、

公
衆
衛
生
な
ど
の
課
題
に
密

接
に
関
わ
る
事
業
だ
。
今
後

の
運
動
前
進
に
む
け
実
り
多

い
集
会
に
し
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

　

記
念
講
演
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

丹
南
市
民
自
治
研
究
セ
ン
タ

ー
地
域
政
策
研
究
所
・
伊
藤

藤
夫
代
表
が
「
現
場
力
と
発

想
の
転
換
で
職
場
と
市
民
を

元
気
に
」
と
題
し
講
演
し

た
。

　

伊
藤
代
表
は
「
公
務
員
の

仕
事
は
住
民
の
一
生
を
左
右

す
る
も
の
だ
が
、
住
民
は
サ

ー
ビ
ス
を
選
択
で
き
な
い
。

民
営
化
の
方
針
が
出
た
と
き

だ
け
直
営
堅
持
を
訴
え
る
の

治
労
本
部
・
杣
谷
副
執
行
委

員
長
は
「
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し
に
関
わ
る
技
能
労

務
職
給
与
に
つ
い
て
現
段
階

で
は
動
き
は
な
い
が
注
視
が

必
要
。
財
政
健
全
化
計
画
の

動
き
と
し
て
地
方
自
治
体
で

の
民
間
委
託
を
一
層
推
進
す

る
と
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

引
き
続
き
職
の
確
立
に
む
け

た
取
り
組
み
に
結
集
し
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

開
催
県
本
部
を
代
表
し
、

ら
環
境
・
清
掃
業
務
に
携
わ

る
３
５
６
人
の
仲
間
が
結
集

し
た
。（
北
海
道
か
ら
28
人
）

　

集
会
開
催
に
あ
た
り
、
自

　

６
月
20
～
21
日
、
札
幌

市
・
自
治
労
会
館
を
メ
イ
ン

会
場
に
「
第
48
回
全
国
清
掃

集
会
」
が
開
か
れ
、
全
国
か

　

安
倍
総
理
の
暴
言
が
止
ま
ら
な
い
。
つ

い
に
憲
法
違
反
も
容
認
す
る
か
の
発
言
も

飛
び
出
し
た
。

　

「
国
際
情
勢
に
も
目
を
つ
ぶ
っ
て
、
そ

の
（
国
民
を
守
る
）
責
任
を
放
棄
し
て
従

来
の
（
憲
法
）
解
釈
に
固
執
を
す
る
の

は
、
ま
さ
に
政
治
家
と
し
て
の
責
任
の
放

棄
だ
。」(

６
月
18
日 

衆
院
予
算
委
員
会

で
の
安
倍
総
理
答
弁)

　

総
理
の
発
言
を
そ
の
ま
ま
受
け
止
め
る

と
、
憲
法
の
解
釈
は
状
況
の
変
化
に
応
じ

て
融
通
無
碍
に
変
更
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
法
治
国
家
と
し
て

の
安
定
性
が
失
わ
れ
、
国
民
は
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
発

言
は
、
法
律
を
憲
法
の
枠
内
で

制
定
す
る
と
い
う
、
立
憲
主
義

国
家
と
し
て
の
基
本
原
則
を
無
視
す
る
も

の
で
あ
り
、
総
理
辞
任
に
匹
敵
す
る
。
今

の
国
会
は
、
そ
ん
な
常
識
も
わ
き
ま
え
な

い
危
機
的
状
況
だ
。

�

（
６
月
22
日
、
上
京
中
機
内
に
て
）

今
の
国
会
は
危
機
的
状
況

㊱

女性部長・女性担当者会議 女
性
の
思
い
を
要
求
に


